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八 丈 島 に 於 け る 探 集 品 目 録

力1藤 正 世

A List of Collecti011■ om Hach巧 oIヽland.

By plasayo Kato

昭和 15年 7月 24,25雨 日八丈島に於いて探集せる昆贔,llln蛛,共の他の日録を

掲ぐ。もとより極めて短時間の成績に過ぎぎれども此の時期に於いて獲らるべ

き種類の概念は得るに難からずと信す。

八丈島は四時暖流の影響を受けて氣候温暖,九州北部と同緯度なるにも開は

らす植物相は著しく熱帯的にして,昆贔に於いても同様の傾向濃厚なり。

本目録中に於いて同翅日3新種,鱗翅日1新亜種を記載す。又特に注目すべ

き事柄は,蝶,甲贔等の或るもの 形ゝ状が著しく矮小となりて,特に地方的型

を形成するもの あヽることなり。

Class INSECTA昆 贔綱
Stlbclass_4P]RIθ OIH無 翅亜綱

Order THYSANURA I憲 尾目

Suborder Ectognathaタトl思 gE目

FaIIlily Machilidaeぃ しのみ科

1. ■魔θλ」πs rノιαZJs hratsunltlra ィシ ノミ

證は褐色 青鋼色の光澤ある鱗片を被る。複Π長は大形にして左右相接し,偶

角は細長く突出するも曜長よりは短かしo尾毛は中央のもの確長よりも僅かに

短かく, その雨候lら ものは中央のものゝユ/3ょ りも少し短かし。

八1幡刷1祀内樫の亘木の皮部に静止し居たるものを採る。活渡なる昆贔なり。
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彊 長 :(尾毛 を除 き)6mm.,尾 毛 8111m.            ヽ

北海直 本州等に産す。樹皮,苔蒸したる岩石等に棲む。・

Subёlass PTERIGOTA有翅亜綱    :

Order ORTHOPTERA直翅目

SubOrdOr Saltatoria跳 躍亜日         |
Fanlily Gryllidacこ ほろぎわ卜  :

2 39ποι
"わ
λα″ιοJ∂ιS Wralkerィ ブキスズ

叢間に棲む小形の鳴贔にして,暇は赤褐,前翅は透明なるも基牛部,中央,‐

―
に暗色の大紋を装ふ。                 | :

偶角は基節及びその久の蔀な黒色なるも,他は暗色。         1

前:中雨肢及び下唇家は黒褐色,後肢は睡節及び附節の第二節以上は黒褐色

にして,腿笥とrus節の基節は帯白暗色なり。   」: ′    |    |

證長■5 1nln.  ―                   ■

リーリーリーリーと抑揚のある可憐な馨にて鳴く。本邦内地,菫彎共の他束

洋熱帯地方に産することを知らる。

Famゥ ■oCustklacき りぎりす科

3:駒 λ棚あπ παο″αιttπ lo Gtlil1011ホ シササキリ      ‐

霊は淡緑色を呈 し光澤あり,背面及び翅は淡褐色を呈す。頭頂は燭角間に於

いて前方に突出し,下面は額と績きて傾斜せる顔面を形成す。頭頂は栗色, そ

の雨側は細 く責自色,複眼は黒褐にして突出す。燭角は淡褐色,1翅端を越ゆ。

前胸背rt頭長の約 2倍 背面栗色にした黄白色に縁取られ,栗色部は後方幅

廣く,前方は狭まりて頭頂の同色部と運績す。後縁は牛回形を呈し,多少上反

し且つ後方に延びて磯音器の一部を覆ふ。

前翅は淡褐色,證長と略等長にして,末端より後翅端を露出す。後径脈に滑

ひ精方形を呈する暗褐紋を並列す。

鰤 ぱ淡緑色.各度の膝|よ り先は淡褐色を呈す。
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腹部は淡緑色なれども背面は褐色なり。

膿長 :(翅を除き)14摯 m、,(翅端迄)21 mm.

原野に於いてシユルヽヽ、ヽと低音にて鳴く種類にして,飛行場附近に於い

て266を 獲たるのみなり。本島に於いては個壼数少し。

本州,四図,九州,小筆原島,皇湾,支那 馬本 アフリカ等より知らる。

八丈島よりは既に松村博士の.E録あり (昆最大国鑑 P・ 1363,1931)。

Famlサ Acridiidaeばつた科

4.五οれι
``α

伽″ια Linnaeusト ノ,マバツタ  .
證は緑色 (中には暗褐色の個膿あれども採集品ll何れも緑色種に属す)。「

慟角は淡褐色,複眼l■チヨコレート色,複 1長の後方に幅度き褐色の縦紋みり。

隅角の基部は淡褐色,顔面の縦隆起線,複眼の前側より大腺基部に走る大紋等

は褐色。上唇は淡黄自色,その雨側より藍色の大隠を露はす。

前胸背は中央回く隆起し,後牛は側方に張り,後端は銑角を鶯して突出し,

前翅の基部を覆ふ。

前翅は淡褐色,翅脈は黄自色,背室 (dOrsal area)は 無紋,他の部分には多

数の黒紋を散布しその部分の翅脈は黒色を呈す。

證下面は褐色,前,中肢は淡褐色,後肢の腿節は緑色,圧節は未赤色を呈す。

膿長 :(翅を除き)6 33mm,♀ 46 mm.(翅端迄)6 2 mlln`,9 66mm。

北海道,本州,四図 九州,朝鮮,支那等に分布す。八丈島に於いては飛行

場に甚だ多数棲息す。

5.■イοιψπs`α22んS FabHciusマ グラバツタ淡緑色,押長き種類な ,。 呻

角は淡褐色なれども末端附近は晴色,複眼は大形にして琴色,頭頂は淡責褐色

を呈す。前胸背は中央少しく続れ,渭部は張く張 り,後縁は鈍角状に突出す。

中央に淡黄褐色の縦紋あり,その雨倶]は黒褐色。

前翅は長 く淡褐色 背部は無紋なれども他部には不明瞭なる暗色紋を具へ,

基部には前縁に淡緑色の幅廣き縦紋あり。
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麗下面及び度ば淡線褐色,後肢は淡緑色
'産
節は淡黄褐色にして末端部は淡

江色を呈す。

優長 :(翅を除き)26 mm。 ,翅端迄 35 mm.

飛行場に於いて 1頭を獲たるのみにして個證数少きが如 し。本川,墓湾 ,ビ

ルマ,ジ ヤヴア,セ L/パ ス,濠 ill・l等に産す。

6.Pttα ,2クα′ψο2あα BOliVarッ チイナゴ

赤褐色 細毛を装ふ。複眼は黒褐色,鯛角は褐色,著 しく長からす。頭頂の

縦紋は淡褐色,頬に黄褐色の2縦線を具ふD

前胸背は中央に淡褐色の縦紋を装ふ。これは頭頂のものと接績す。前牛部は

細く後牛は損がり,後縁は回く突出す。中央の縦隆起線は顧著ならす。側縁は

黄褐色を呈す。                            /
前翅は暗褐色,背部は黄白色■基部雨側は暗褐急 其の他の部分準黒紋を散

在すれども中室に黄色の数紋を縦列す。       J  
｀
・ :

盟下,肢,腹部等は赤褐色,後腿節の縦隆起線及び附節は黒色.後1里節の刺

は黄褐色なり。

麗長 :(翅を除き){8::11(翅 端迄){8::織‖:     1‐
路傍に普通に見らる。本州,四國,九州,蔓彎,支那′北 Fp度等に産す。

本種には背面の縦條不明瞭のものあり, これをツチイナゴと構 し,鮮 IInな る

ものを R Sυιοj,2οια Linnaёusセ スデツチイナゴと誤認さる 事ゝ多し6然れど

も後者は墓彎産にして著 しく亘大なるを以てE別 し得べし。

Or(ler ODONATA」晴虫令目

Stl13order Anisoptera不 均翅亜目

Family Libellulidaeと んぼ科

7. Oγιλιιrπ ,ん ψιグοSπl12 Uhlerシ ホヵラトンボ

6,器は友自粉に覆 lllる。

頭頂は黒色,複限は黒褐色,額及び額片は暗自色。
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胸側面の 3斜條は黒色,腹部木端部は黒色なれども,友白粉に覆はる 鶯ゝそ

の堺のは不明瞭なり。上附器は黒褐色自粉に覆はる。

翅は透明,翅脈は黒色,縁紋は黒褐色,肢は一様に黒色なり。

雌の膿色は著しく異 り変藁色にして,胸部側面の第 1,第 2,雨斜條間及び第

3斜條の後倶lは乳自色を呈す。腹部は第 7節以下,背隆起線 雨側に並夕!せる

斑紋等黒色を呈し,尾端は自色なり。ムギフラトンボと呼ばる はゝこitな り。

職長 :3鑑 盤1:;前翅の開張 :8♀;11:
llLl腱敷は多からぎるも,本田附近には可成り認められたり。本州,四國,九

り11,墓湾 ,支那等に産す。

附言巳 列化営時は共に同色にしてムギフラ色なれ ども時間を経るに従つて雄は固有の

色彩を塁するに至る。叉雌にして雄と同様の色彩なるものもあり。

8` Orιんει,・ tιη2`γゲα,2クαゐTι Selysォ ホシホヵラトンボ

前種に似たILど も大形なり。

褐眼は黒褐色,額瘤及び額等は黒色にして,同色の短毛を装ふ。日匈部及び腹

部は黒色,一様に藍友粉にて覆はる。腹端のみ粉を鋏 く。

翅は透明,翅脈,縁紋共に黒色,翅端 ll■暗色を帯び,後翅底は黒褐色を呈す。

肢は全磐に黒色なり。

鎧長 :♂ 52 mm.前翅の開張 :82 mm。

唯 1頭の雄を獲たるのみ,その後目撃せす。日本全國,琉球,墓彎に亘りて

棲息す。

9.Rttια滋メζαυθSοθ,2S Fabridusウ スバキトンボ

頭部は大 複限は褐色 額瘤,額等淡黄褐色。胸,腹部等は黄褐色にして胸

側に黒條を鋏き,僅かに中胸下方の雨側に小黒褐紋を装ふに過ぎす。上附器は

黒色,肢は何れも腿節の基牛部淡黄褐色を呈しタト方は暗色なり。

翅は罷に比して大,透明,多少黄色を帯び後翅のFAl縁に接して橙色を呈する

部分あり。翅脈は大部分黒褐色なれ ども前縁並に横脈に黄褐色を呈する部分
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あり。縁紋は短かく,暗褐色を呈す。

證長 :♀ 47m血 ,前翅開張 :88 mm.

( 47 )

街路上を飛翔するもの数頭を見たり。本種は分布E域度く,日本全國,支那′

ボルネオ,セ L/ベス,フ イリツピン,マダガスカル等記録せらる。

本島に於いて裏見せる蜻蛉目は以上3種のみにして,特に注意を排ひたれどもイトトン

ボ,ヤ ンマ等の類tま嚢見し得ぎりき。

Order HOMOPTERA同翅目

Suborder Sternorrhyncha腹

"勿

亜目

Fam"Psylldaeき じらみ科

10  (鑑走麒 中)

淡黄褐色 ;複眼は暗褐色 :頭頂,前中胸背を通じて中央を走る大き縦條,前胸

背の前縁,中胸背雨側の細き縦條,中胸小盾板等は黄自色。頭頂に各 1箇宛深

き凹陥あり。

前翅は乳白色牛透明,翅脈も同様。鯛角は淡褐色にして贈長の省よりも少し

く長く,末端黒色を呈す。

彊下面,肢等は一様に淡黄褐色なり。

彊長 :(翅端迄)3.5mm。

寄生植物は明かならす。

11・  O彫超麒 中)

彊橙褐色,頭頂及び前胸背 (凹黙及び縦溝を除き)黄自色。鯛角は淡褐色に

して末端黒色,略醍長の1/4に等し。

中胸背の不明瞭なる4縦條,中後胸小楯板等は黄自色なり6雌の生殖節は甚

だ長く,腹長の2/3に達す。

前翅は牛透明:翅脈は乳自色,縁紋,第 2肘脈端の1紋,解端の大紋等は黒

褐色なり。                    `
膿下面は橙褐色,肢は淡黄褐色なり8  1
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證長 :(翅端迄)3mm。              .
Subfamiヶ Auchenorrhyncha頸 吻亜日

Fa口ily Flatidaeら をばはごろも科

12.θθづsλα α貌づηοιおs,722α rヽalkerア プバハゴロモ

證翅共に黄緑色,翅は多少の自蟻粉を被る。

頭は園く前方に突出し,額は干滑,雨倶]は隆起す。複眼は暗色,隅角は黄緑

色にして端毛暗色を呈す。中胸背に 3縦隆起線を有 し, その部分は幅度 く淡色

なり。腹部は自蟻粉にて覆はる。

翅は幅廣 く,前翅脈は責褐色,外縁部は細 く朱褐色を呈し美麗なり。後翅は

乳自色,牛透明,自蟻粉を被る。

曜長 :(翅端迄)10 mm.

葛より乱獲にて獲たり6本州,四國,九州,:屋久島 ,‐ 琉球,墓湾,支那等に

分石jす。柿,桑,梅,桃,茶共の他濯木類を害す。

Famtt lssidae まるうんか科

13. Gθ,・グιんυs υαγイαろ務s Blltlerマ ルウンカ              
‐

脳は園く,一見テンタウムシに類す。暗黄褐色,複眼は黒褐色,前頭 l■僅か

に弧状を鶯せども殆ど直線に近 し。顔面干坦にして全く隆起線を具へす。前胸

背は極めて短かく,雨側は證倶1に達せす。中胸背は三角形にして,後端は直角

よりも僅かに小なる角度を篤す。

前翅は稽牛透明にして後翅の位置を知るを得べし。翅脈は不明瞭なる網目状

にして,前縁中央に 1箇 (大形の),そのタト方に 1箇 (視棒状)の黒褐紋を具ふ。

膿下面及び肢等は淡黒褐色を呈す。

鐙長 :(翅端迄)55 mm.                  :

タズにて探集せり。本州,四図,九州,蔓彎に産 し主として山地に多く螢見

さる。

個證数16,2♀ にして内1頭は前翅に剪紋を快く憂種 &″グιλυS υγTゲαらを″S
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Bui forma %,2をりあγ Matsllllluraな り。

Famiけ TylDllrOCybidaoひ めよこばひ科

1■  Empoasca capitata sP. nOV・ ヒ 0ツ ヒメヨコ l(L (新オ簿)

Type♀・ 頭部は淡橙褐色,著 しく大,複眼は頭貫の幅の1/2に等しく,長

さは頭憤ら牛分よう僅かに短力ヽL鯛角は淡橙黄色,額頂に並列する2黒黙を
装 藉、。

前Ila背は淡色,頭長よりも少しく長く,中央は深き凹線に依りて前後にE分

せらる。稜状板は淡褐色 斑紋等不明瞭なり。              ´

腹部は淡褐色にして各節の後縁は廣く暗色を呈すo生殖節は大きく殆ど腹部

の 1/2の長さを有し,末端より産卵管突出す。          一

前翅は牛透明;前翅脈は翅端 1/3及び肘脈のみ明瞭にして他は黙線状を呈し

不明瞭なり。後翅脈は明瞭,翅端室 2箇z具ふ。

置長 :(翅 を除き)3mm,(翅端迄)5 mlll:              ‐
産地 :八丈島三根村6   [  .
Httd distinotly large,pale Ora■ ge yellow;eyes aboit 1/2 as bpad as verT

な ,length of head somew島 t shorter thall vertex;allte■■le pale orangTyel・

lowJ t■ o_small spёts oll apex of frolls black.

Pro・■otum pabr than vertex,10nger than hё ad,diviced into two parts by

■deep tFanSVerse indisllre.Scutellum Palo‐ b19wn,markings obscure:

Abclomm pale brown,each PostcriOr segment■ l lllattin broadly illfLISCated;

genitil seboment largep about 1/2 as lollg,s abdOl■ linal length.

Tqgini semihyalinc with diStinct vё nation On apical J/3 and Cubitu,,but

Others Obscuro. 1ヽrillgs with distinct venation, With twσ  apical areas。

Length excluding tegpina:3m五 .,including tttmina 5 mm.

The,∝ ent s"Cies closdy allied to E sabrtル Melichaち but head and

督℃S are latter than th6 1attcr.
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Locality:Mitsul16‐ Mura,Hachlo lslall(1,clll」 uly 25,1910,eollected by

the author.

The type preserved ill tlle autllor's collcctio:1.

15. ε%あγイ
`α

.だαυθSθω2S Fを、bricitls ミlヾ リヒメヨコバヒ

鎧は淡緑色,斑紋を鋏く。複眼は暗色にして大:前翅は僅かに黄色を帯び牛

透明,翅脈は外縁部に於いて幾分緑色を帯ぶっ證下面,咳等も淡緑色なり。

催長 :翅端迄 3nm 繊細なる種類にして種々なる植物に害を興ふ)分布範

国も甚だ廣く,殆ど全世界に亘る。

Familv」asttdaeょ こばひ科

16. Euscelis fusconervis sP. nov.ス ヂグ Ilヒ ]ヨ ]liヒ (謝嚇辱)

町 pe♀・淡き藁色。頭部は前胸よりも幅魔く,前頭は回く突出し,頭長は頭

頂の幅の 1/2に近 し。複眼は暗色,長軸は頭頂の牛分に等し。複限階|を走る幅

度き横帯は黒褐色, これは中央部延長して後縁に達す。

前胸背は頭頂よりも少しく長く,前縁に近く彎曲する黒褐色の黙列ありし稜

状板は直角三角形,前胸背よりも少しく短かく,前紘角及び中央部は淡色にし

て中央に 1横溝あり,その前倶1に接 して 2箇の黒褐貼を装ふЭ

前翅は牛透明,翅脈は暗禍色,但 し内片上に於いては責褐色にして暗色に細

く縁取らる。腹部は暗色,後縁は細く護の地色と現はす。

證下及び肢は淡き藁色,額の雨側に言曲せる暗色の横線を具ふ。

證長 :(翅端迄)5 mnI

本種は ユ
`Sθ

′騰 οグλ2ιろαガs]ratsumllraゥ スイロヒロヨコバヒに似たれども

膿の小形なること複眼間の黒帯,翅の色等に依りE別するを得べし。

産地 :八丈島三根村。

Pab stranlilleous. IIoad brOader thall prOnotullll, frontal iargill circtllarly

prodllced,its length llearけ 1/2 as brOad as vertcx;eyes ftlscous,its lengtl、

about 1/2 as brOad as vcrtex; a brOa(l fascia between eyes blackish‐ browm,
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七s central area extending tttards posterior血 ittin.

Prollotum slightly lollger than head, withl a curved blackiさ h‐brOwn spots

he near anterior margin. Scutellum right angld triangular shaped, divid‐

ed into twO pa■ sけ a Curved transverse incisure lille,ante五 or ltteral area

paleL central two spots situatcd above iicisurb line blackish_brOwn.

Tttmina semi‐ hyalinё,veins fllscous,ぃ t On c91lum pale oc・ lllaCeOus and

narroRし bordered with ftls,ouS Shadinト

I    ALaomen fusccplls, POSteriOr ttargin of each segment narrowly stFamineOus.

ト コ層しb`eneath alld length pale stramineous,several curv9d tFansvette fas・
clae olll frons fttcous.

hgtll inclllding t電五 na 5 mm.

Locattty:Mttslln6‐ Murち Hach巧 o lsland on July 24,1940,collected by

the author.

The tvpe presёrved in the authOr'st。 1lection.

Famiケ Acoccphalidaeひ らたよこばひ科

17妥π函
“
sルη'視グ総ι%S Walkё rハチジヨウフサヨコバヒ〔pl・ 1,3〕

證黄掲色 (生時は緑褐色),頭頂は極めて短かく,著しく前方に突出す,複眼

は晴色 大形,前縁に大き黒條を横走し,その雨倶l頭頂に位して紅色の単眼を

装ふ。頭頂の彎曲せる横和 それよりも細く雨端は鯛角の基部に接す。前胸背

は甚だしく前方に突出し多数の横微を装ふ。稜状板は前Inl背と略等長にして後

端刺状に銑く突出す。                    |
前翅は殆ど不透明,翅脈は地色と同様,證下及び肢も同色後,睡節の刺の基

部は黒色を呈す。     |                |  :
鎧長 :(翅端迄)8mm.ィ ヌ

`ス
にて捕獲す。本州のす部, 四図,_九州2_屋

久島,墓彎,印度,馬木牛島,同群島等に度く分布す。|:      |
Famiけ Cercopidaeこがしらあわふき科 |



(52) 7θθ                     昆姦界 Vd・ VII,

18.Rん jα ,22ιね
“
αssJ,,2を施 Uhlerコ ガシラアフソキ

證翅暗掲色 勁亥」を密布す。頭部及び複眼は黒褐色,前頭は突出し,褐色の

微毛を装ふ;単眼は紅色にして複限の中心を運 らぬる直線より前方に位し, そ

の間隔は複眠よりそれに隣れる卓眼に至る距離よりも狭 し。

前胸背は頭長の約 2倍の長さあり,友色の微毛を装ふ。稜状板は銑角を成し

て尖 り,友色の長 き微毛を柏密に装ふ。

前翅は一様に暗褐色にして徴細の難刻と友色の微毛とを装ふ。

膿下面は黒褐色,肢は暗色又暗黄褐色を呈す。

膿長 :(翅端迄)7 mnl.1ヒ 海道,本州|四國,九州,屋久島等に分布す。

Family■llembracidaeっ のぜみ科

19. Gargara hachijo‐insulana sP.1lov.'ヽ チジヨウマlリ ツノゼミ〔新梅〕

♀ 黒褐色,微細なる貼刻及び褐色の微毛を密に装ふ。頭部は幅魔く複限は

大,頭部並に

中胸背の前縁

部は黒色,後

部突起は銑 く

突出し,前翅

の内縁角に達

■「。

前翅は淡黄

褐色を帯び牛

透明,翅脈は

褐色、翅底は

革質にして鮎刻と微毛とを装ひ,翅脈には二列に微毛を装ふ。

肥下及び腿節は黒褐色.睡節以下は赤褐色,胸候1に自毛斑を装ふ。但し個膿

に依りこれを快くものあり。

3

1.  助 sειιJsノ
“
SCοηaつ :S Sp. nov.

2.θω・′α″α λαcλヴοじηStι′αηα理.nOV・ 3.Do.Head.
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證長 :(翅端迄)5m.

ρ 小形,全置に黒味張く,胸側の自毛斑を鋏く。
る。葛を乱獲 して獲たり。

張 .(芝勢糠色)4mm.

( 51_

♀同様褐色の微毛に覆は

Closely amed to θ.クι2ゲsれι(Fabricills),but differs by the fO1lowing p彎

ints=

1. Body robust, pubescent with gold‐ brOwn hairs.

2. Ocelli larger than that species, pale brOwn, glasw.

&Tegmina yel10wish semiOpaquら apices ftlscOus, veills pale brown or

hODhte ttn.

Lattth including tegnlina

{:.:器 :

蜘 サ :ヽ五色睡ま¬mШは,Hachlo ISland.On」 uし 2t 1940,collected bン

the autt Oll R″ αrJα  J2・ IZοろα】IakinO.

The type proserved in the authOr｀ Collectioll・

Famiけ Cたadiclaeせ みF「

刻L]L品″,2α
"α

ιttγα Walkeiッ クックボッシ .

小形細長き蝉にして催は暗責緑色,新鮮なるもの膿に絹様の鱗毛を装ふ。頭
は三角形に突出し,頭頂は黒色,革眼の雨倶l後縁に接 し 中央に 1黒黙を含む
晴黄義色の 1紋あり,額l_Eの 中央の矢の根形の 1紋, その前側の細線 鯛角庇
の上方等黒色Э

前胸背中央の2縦線 (中央に !形の 1紋と含む),その両倶lの短かき縦紋,斜

溝事縁溝等は黒色。中胸背は黒色にして,側縁, それ17c隣れる大なる縦紋,X
宇形隆起等は暗黄緑色 中央llD八字形の短かき縦紋は黄褐色を呈す。
腹部は黒色,第 3節の雨倶lは責掲色.金色の鱗毛を装ふ。
優下は淡友褐争。顔の前縁,額の後雀 頼,前基節,額の縦溝の雨倶1の山陥

2111:: 
vヽidth bet,veei humtral angles :



(54) 7θ 2                    昆轟界 V01・ VIIT,

せる横線等暗色を呈す。中,後肢の基節附近,睡節端,踏節の末端,腹面等暗

色。腹丼は淡友褐色)末端銑角を成して延長 し,第 4腹節の中央に達す。

膿長 :(翅を除き)29mm.,(翅端迄)42 mm,

本島各所に鳴啓を聴 く。北海道,本州,四國,九州り支那に産し,墓層には

憂種 Var.ル
"η
οSα ,2α Katoを 産す8

八丈島には木種以外の暉は嚢見せられず。 叉東京附近に多き腹期の黒褐色なる彙種
var.πゥ″ο
“
ηιtt Katoは 産せぎるが如し。

Ordcr HETEROPTERA異 翅目
Famゥ Miridaeめ くらかめむし科

21.θ″ο2″ααθsろかπηιιαιas Poppill■ ァヵホシメクラガメ

護は淡黄緑色,複 H艮

`園

く暗色を帯び 頭頂に不明瞭なる暗色紋あり,鯛角
は確長より少しく長し。前胸背は梯形にして前縁は高さと略等 しく,後縁は前

縁の約 2倍あり。稜状板は略正三角形に近 く,末端に暗色紋あり。

牛翅鞘は淡緑色,爪状部 (clavus)の lkl側縁は淡朱紅色 ,こ れは後方に伸びて

その面側に同色の 1紋を装ふ。膜質部は淡褐色透明,脈は紅色を帯ぶ。

肢, 日吻等は淡賜色,胸倶lよ り腹面へかけて黒褐色を呈す。

磐長 :(翅端迄)6mm.叢間に獲たり。本上にては極めて普通種に唇す。本
州1,四 図,九州,墓彎等に産す。

22. (未 同 定)

微小種,暗色,光澤あり。頭部は暗黄色,複眠は黒褐色にして突出し 偶角
は暗責褐色,第 1節は太短かく,第 2節は最も長 く,細 きも牛ばより先は太ま

りて暗色を呈す。

前胸背は頭部の 2.5倍の幅を有 し,中高にして微細の郭刻を装ふ。稜状板は

小形なり。

牛翅鞘は暗色 牛透明.膜質部は暗色透明なり。
催下は黒褐色,肢は黄褐色を呈す。
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覆長 :(翅端迄 )♂ 1.8mh.,92.41nm.

7θθ   ( 55 )

Famゥ Redu宙idaeさ し力ヽめ科  1     ｀   ■
郎LEリカοrお ろ″αO″ sι″922α HOrvathマ グラヵモドキナシガメ
遷細長く一見双翅目の或る種に似たり。證暗褐色,友白紋を散在すよ頭部は

大形,暗色 衣自條あり,復眼は球形にして大,黒色,小眼の数少し。鯛角は
甚た長く絲状;黒,自交互の斑を成し美麗なり。前胸背の前年には精波状を篤
せる4縦條ぁり,後牛には不IIn瞭なる縦條を装ふ。

前翅は長く,暗色の地に不規則なる網目状の友自線を装ふ。稜状板は細長き
準 三角形にして,その底邊の長さは高さの約1/4に等し。

駐ほ細長,黒と友色との交互の斑をなし,前肢は捕獲肢を形成す。闇の下面
1ま婚褐色を呈す。

優長 :(翅端迄 )451111n.室内を飛翔中のものを獲たり。小形なる梵嚢見 し

難 し。本州及び九州|よ り知られたる種なり。

Family Gerridaeぁ めんぼ科

λ α″お″αοJ″οοr,2お HOrvithコ セァヵァメンボ    :
霞晴掲色,頭部は長く前方に延長し,その長さは複日長間の幅の2倍に等し。
複眼の前方に接し不明瞭なる淡色91紋あり。複眼は黒褐色,録状に突出し,
編角は細長く第2節最も長し,暗褐色なれども末端の2節は暗色なり。
前胸背は催長の1/3ょ りも少しく長く,正中線は淡色,前翅は腹部ょり:短
か く,翅脈は友褐色,各腹節の接合部の雨倶!に銀白色の 1小紋を装ふ。
鎧下面は黒褐色なれども銀 rl色の微毛に覆はれ, ビ|ウ ド状を呈す。肢は淡
き赤褐色 末端附近は黒褐色なり。
醍長 : ち 911■m., 9 1lmm.

本島に於いては水溜,山間の漢流共に本種以外には磯見せす。ス日本昆晟園
鑑 p.1617,■ g.3253の記載に一致せぎる粘は前胸背前縁の "二個ノ大黒紋ア

リ"と云ふ部分にして 八丈島にて獲たる全標本中に斯かる斑紋を有するもの



(56) 7θ4                    早轟界 V。 1.ViIIァ

は1頭も無かりしも,他は全く一致するを以て該種と見倣したり。本州,九州,

朝鮮,墓湾,支那,Ep度等より知らる。

Famiヶ Pyrrhocori(lacほ しかめむし科

25.ntysttθ zιαど
'2α
ゲεO♂♂お Stalヒ メホジカメムシ 〔Pl l,6〕

頭部は暗色,銑角三角形を成 して突出す。複眼は黒色にして球形,燭角は暗

色,證長の約 2/3,第 1節と第 2節 とは略等長,基部,末節の基部約 1/3は黄

自色を呈す。

前胸背は暗赤色,周縁朱褐色,前牛膨起 して滑澤,後牛はキたく粗大の黙亥U

を装ひ,中央に縦隆起線を具ふ。

稜状板は暗赤色,微細の黙刻を装ふ。牛翅鞘は朱赤色にして暗色の黙ラUを装

ふ,八款部に於ける黙刻は大にして濃色。中央及び革質部の末端に黒紋を装ひ,

前者は回くして大なり,膜質部は大部分黒色,基部に 1黒紋を装ふ。

證下及び腹は一様に暗赤色を呈す。

證長 :(翅端迄)6 10mm.♀ 12 mm

アカメガシハの花部に群集せるものを獲たり。本ガ1,四 國,九州;壷湾 Fp

度等に分布す。

26.P″ s99θ ttα クπtt Burmeistcrォ ホホシカメムシ

前種に似たれども大形,頭部は暗赤褐色 複眼は黒褐色,球形,偶角は暗褐

色にして末節の基部約 1/3は次白色 )

前胸背は暗赤色,前縁及び倶1縁は淡暗朱色,前方約 1/3は黙刻不明瞭,後方

は明瞭なり)稜状板は黒褐色,略正三角形 浅き黙蒻」を散在す。牛翅輸li暗朱

赤色,基部附近は暗色張し。前豚部は淡色,革質部の中央の大lill紋,末端部,

膜質部等は黒色。

胸下及び度は暗赤色,基節及び腹部は淡色なり。

證長 :(翅端迄)16 mm.

前種と同所にて採集せるも4固護敷は少し。本州,四図,|九州,支那 印度等



N。.80(1940) .                          ため  (57)

に分布す。                             1
Family Lygaeidaeながかめむし科

な Pレ2tεγα,2をθι
'2α

・づDohrnモ ィクロナガカメムシ (改偶)

黒色,鱒角は暗隼‐闇長の牛以上に滓 しな末節9基部約 1/3は責白色。 1

前胸は中央部より少し後方に於いて溢れ,無光澤,黙刻を装ふ,縦隆起線の

後端は黄褐色を呈す。稜状板は二等邊三角形,前者と同色,同様の色彩′を黙亥U

を装ふ,末端は黄自色を呈す8

牛翅鞘は頸端に澤すす。革質部は東自色にして基部に黒紋ヒ難在し,中央に

在る稲回形を呈する大なる1紋,末端等は黒色と呈す。

麗下黒色,肢は暗茸褐色,但 し部分的に濃淡あり。

覆長 :1l mm.石下等に多 し。本州,四國,九州,琉球等に分布す。松村博

士ほ既に八丈島を記録せ り (昆轟大国鑑 ,P.1190・ )。         :

雰 E磁炒珈履賀s sP.

證黒色,頭部は光澤を鋏き複眼間の1幅は頭長よりも短かし。複眼は黒色,球

形に近く,突出.す。革限は淡褐色にして後頭に存在し,その間隔よりも複眼に

近 L.隅角は淡暗褐色;4節ょり成り,第 2節最も長く,第 1節の中央紋1第 2

節の申央部,第 3節の末端等
`暗
色を呈す。

前胸背は光澤ある黒色,3部に分たオt,前端は襟状を呈して鼎亥」を具へ,第 2

部は全長の略中央部にて続られて球状に近く,滑澤にして黙亥」は不明瞭なり,

その幅は頭部に等し。第 3部r梯形を呈し後縁は一直線, その長さは高さ (梯

形に於ける)の約 2倍あり。

稜状板は二等邊三角形,中央に Y字形を呈する隆起粽あり,洋き鶏亥1を装

メト。

牟翅鶴は牛透明,多少黄色を帯ぶ。革質部の基部,中未及び末端
`黒
紋を具

3.膜質部は淡黄色牛透明なるも腹背を透就するを以て暗色に見ゆ3

覆下III黒福色,光澤を鋏く。口吻は暗褐色,肢は淡褐色,前肢は基,襲,腿



( 58)   7`δ 昆轟界  VOl・ VIII,

(末端を除き),中 ,後雨肢は腿節の外方牛分暗褐色を呈す。

鎧長 :6mm.

ヘウタンナガカメムシ (ユ αζろう/73αγク
jπαιttS Scott)に 似たれども前胸の続れ

は中央にあり,牛翅鞘が淡黄色牛透明なること,肢の色彩等に依りE別 し得ベ

し。

29. i■じ,ηθγα Sp.

前種に似たれども小型,黒褐色,光澤を鋏 く。前胸は中央よりも後方に於い

て総れ,洩 き黙亥U,不明瞭なる正中線を装ふ。稜状板は前種よりも短かく,前

胸背同様の難刻と工中線とを具ふ。

牛翅輸は淡黄褐色,革質部の翅脈間に黒褐色の貼亥1を密布し,接合部に卵形
の淡色紋あり。膜質部の翅脈間は暗色を呈す。

鋼角,肢等は淡褐色,前者の第 1節は最短,第 2節 と第 3節 とは等長,第 4節

はそれよりも長 し。前腿節は暗褐色を呈す。

護長 :5.51■lm.

30. 動 221θγα sp.

黒褐色,微細なる勲亥J及び金友色の微毛を装ふ。頭部は大,前胸背基部と殆

ど等 しき幅を有し,複Π民は黒色,球形にして突出す。頭長は複H民間の幅よりも

少 しく長 し。革眼は淡紅色にして後頭の雨側,複眼に接 して存在す。

前胸背は明瞭に続られ,襟は明瞭なり。第二続供は中央よりも少しく後方に

在り。第二部には粗き黙刻を装ふ。稜状板は二等邊三角形なれども大なら
｀
ナ,

中央に不明瞭なる正中線あり。

牛翅鞘,燭角,肢等は淡き委梓色 革質部の翅脈間に粗大の黙刻を粗布し,

後縁に接 して暗色線にて園まれたる淡色の大紋あり。膜質部は腹端に僅かに達

せナ 翅脈間は淡き暗色を呈す。

翁角は略次の比例を篤す (第 1節を1と して比較す)1:1.1/4:1・ 1/4:3.

前腿節 (末端を除き),中 ,後雨腿節の外方並に1夏面は暗色を呈す。
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膿長 :3.6mm.

( 59 )

FamilJ/Coreid“ へ りかめむし科
(

31.&ゲιι

"ル

πγas ογαssた Oγ ,2お Lilinaou,ブ チヒメヘ リカメムシ   :

證偶角,It共に淡責緑色,黒褐色の貼刻を密布す。複眠は黒褐色,座を具ヘ

著しく突出す。軍限は大:淡紅色にして本形,著しく突出す。鋼角は4節よ,

成り′第 1節は最短にして根棒状,2.3雨節は第 1節の約 2.5倍の長さを有し,

第 4節は太くして第 3節の 1.1/3倍あり。            |

前胸背には黒褐色の鮎刻を密布し―,正中線,後縁等には黙刻を鋏く。前縁に

近 く1横溝を具ふ5稜状板は二等邊三角形,末端は回味を持ち上反す。黒褐色

の黙刻を装』、も正中線,雨倶l角 ,末端等には夫れを鋏く。

牛翅鞘は透明,全段に膜質にして革質部に営る虎の翅脈は淡黄緑色に黒褐部

を交へ極めてIIn瞭なり。

肢の黙亥1及び後腿節の大紋は黒褐色, 口吻も同色,肥下は淡黄緑色を呈す6

(石原保氏鑑定)

膿長 :(翅端迄)7.5面m.北海道,本州,四國,九州,欧洲,北米,γベリア

等に分布する                       '
Famtt PelltatOmidaeかめむし科

32.ユ
`sα

γοο,端 クtrιιウθT Thunbergマ ルシラホシカメムシ

證園形に近く淡黄褐色,黒褐色の黙刻を密布す。頭部及び前胸背前緑の雨倶J

は黒色。前I匈背及び稜状板の正中線には黙夕1を快くo稜状板は長く末端園形;

基部のFli倶1に黄白色の園紋あり。

‐
牛翅輪革質部には黒褐色の貼亥Jを密布し,膜質部は透明。

證下は黒褐色,腹側は淡黄褐色 隅角及が肢は黄褐色にして後者には暗褐黙

を装お、。

護長 :45 mm。「本州,四國,ザι州に分布す。           |
: 33 巳嘘αγεοrお sP.        ・
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前種に似たれども圏短かく紫黒銅色の光澤あり,牛翅鞘は腹端外に延長す。

稜状板の回紋大なり。

證長 :4.8mm:

34. Dttsα ″ιογJS SP.

これ又 No.32に似たlLど も鰹給長 く,稜状板大,腹端に近 く延長す。稜状板

の回紋はガヽなり。

曜長 :6mm.

135_a9′ガ。soη 2α ν2,2θιおSげ″α MOntandonマ ルカメムシ

磐恒|く 責褐色に緑色を混じ光澤あり。不規則に小回紋を散在し,その中央に

黙刻を具ふ。複眼は突出せず,頭頂は暗褐色 複限のFAl倶 1は黄褐色。前I匈背は
中央より少しく前方に暗色の 1横帯を具へ,それより前方は責褐色を呈し,左

右の大なる "べ "字形紋、倶]縁の斜線,黙刻等は暗褐色を呈す。正中線は黄褐

色なり。

謄下は暗緑褐色 鯛角,肢等は黄褐色を呈す。
鎧長 :4.5 1nm.タ ズに探集す。本州,四國,九州に産す。

異翅日に属する昆轟は特に注意せしも以上の如きものを獲たるのみなり。

Order LEPIDOPTERA l隣 翅 目

Suborder Heterocera蛾 Ⅲl日

Fanlily NoctuHaoゃ が科

36.型″ι夕αο θTω 2ιSουJ″JS Lilnaeusォ ホ トモヱ

證黒褐色,背面暗友毛に覆はオt,腹部第 1節は黒褐色,第 2節は自色,そ

以下は暗友色を呈す。複眼は黒褐色にして回く,下唇髪頭頂及び鯛角は褐色を

呈す。

前,後翅共に黒ネ島色,前翅中室の外方に存する巴形の 1紋は周縁細 く黒色

内狽帖 褐色にしてそのタト方に自線を有す。巴紋の外側を取巷く自帯は後縁

し,更に後翅底に存する同色の長毛より成る斑紋と接績す。自帯の外方にl■
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色の細き横線ありて前後縁を接績す。前縁外方の三角紋も自色,第 1-3室並

に第 5-6室 の波状線も自色 前縁角より上記の自線を経て第 1室外方に達す

る波状線の外方は暗褐色を呈す。

後翅は前翅と同一色調を呈し,翅底の自帯に接 して外方に黄褐帯あり,同 色

の長毛を生す。中央部を斜に横圏iす る直線,前縁外方の三角紋等は自色にして,

前者よりは同色の長毛を生す。外縁には波状線を具へ,その内方は暗黄褐色 ,

外方は暗褐色: その境虎々に黄自色の細線を具ふ。

曜長 :30 mm.;開張 :89 mm本種は一生徒の捕獲せるものにして島外に於

ける分布E域は度 く,北海道,本州,四國 九州,琉球,尋湾,ア ムール,支

那,満洲,スマトラ,印度,マ グガスカル,ア メリカ等に亘る。

探集したる蛾はこれ1種なりしも他に小蛾類の普通種を二三見たりo

Subordor RhopaloCera蝶 亜日

Farlltt Hesperiidaё せせりてふ科

37.P″竹α″α
"trraJα
S Fabricillsチ ャバネセセリ

(♀ )表 面黒褐色,前翅第 1室の大部分及び第 2室底部に黄色毛を装ふ。外

牛部に 8箇の自黙を園形に装ひ,第 3室のものは最大にして靴形を呈す。その

下方 (微小)及び第 1脈に接 して第 2室に同色の紋を具ふ。

後翅表面は無紋にして度 く黄褐毛を装ふ′裏面は前後翅共淡色にして黄褐鱗

を装ひ′前翅の斑紋は表面と同様なオLど も後翅に於いては 5箇の小自黙外縁に

浩ひて弧状に配置さる。

證は黒褐色 黄褐毛を装ふ。

罷長 :16 mm.;開張 :36 mlll.花 に飛末せるものを捉ふ。本州,四図,九

州,朝鮮,琉球,墓湾,中南部亜細亜,ア フリカ等 :こ亘 り産す。幼贔は禾本科

植物を害す。

38.Rλのαあθ
"η
ια bθげα

'ガ '2づ
ノαροttοα Murrayアヲバ・ヒセリ

複眠,下唇髪,鯛角, 日吻等黒色,下唇数のFAlli側は橙黄色を呈す。頭頂,胸
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腹部背面は線青色を皇し,腹端に橙黄色毛を装ふ。

前翅翅辱部,後翅の内方等線青色 後翅肛角附近より外縁の牛迄美しき橙赤
色を呈す。

裏面は一様に緑青色,前翅後縁は幅廣く暗色,翅脈及び後翅橙赤色部のFAlttl
は黒色なり。

證長 :20 mm;開張 :50 mm唯 1頭を獲たるのみ。本州,四図,九州,琉

球,墓湾,支那′印度等に分布し,幼贔はアワブキを食害す。

Family Lraelli(lacし じみてふ,「

39.Z"θ ,・α,,lαλα KbHarャ マトシジミ

雨翅共に紫色を帯びたる塞色.前翅の外縁及び後翅の前縁は廣く暗色,後翅
の第 lb乃至第 5室タト縁に黒褐紋を具ふ。

裏面は友自色,多少淡褐色を帯ぶ。多数の黒黙を具へ 前翅外縁に干行して
3列,中室の外倶1に存在し,後翅に於いては外縁に2列 , その内倶1に 1列,翅

底に 1列あり,中室に "く "字形紋を装ふ。

膿長 :1l mlll 開張 :29 mm.樺太,南洋を除きたる日本全国に分布す。
Family N}mphahdaeた てはてふ科

40.=ダα
"2θ

おわ2ごづθα Herbstア ヵタテハ

本種は民家附近を飛翔せるもの 1頭を見たるのみにして捕獲するに至らぎり

しものなり, 日本全国に分布する普通種なり。

41.五γクγ,し ,ιづSん″θrろねs」ohansenッ マグロヘウモン

(6)前後翅共に橙黄色,前翅は多少濃色.赤味を帯ぶ。黒紋は比較的小形
にして後翅外縁は度く黒色,lb-4室 に亘り弧状の青色紋あり。

前翅裏面は淡紅橙色,翅端暗黄色,翅端以外の黒黙は表面と同様なり。後翅

裏面は黒紋現はれす,その位置は暗黄色,黒線及び自紋を散在す。

(♀ )前翅外牛黒色,太き自帯及び青色紋を装ふ。基牛部は暗紅橙色,黒鮎
を数箇散在す。後翅の黒黙は小,外縁は廣く黒色,弧状の青色紋は二重なり。
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裏面は大暇雄に近し。八丈富士登山道に最も多し:本州 (開東以西),四國,

九州,琉球 憂彎等に度く分布す。
饉長:{86:織徹i開張:{8';盤 li

Family Pieridaeし ろてふ科

42. 2θⅢ ″

“

9αθ Linllaeusモ ンシロテフ

罷黒色,自毛,自鱗を被る。雨翅共に自色, 多少黄色を帯ぶ。前翅前縁の基

牛部,翅端,lb,3雨 窒の斑紋,後翅前縁の 1紋等は黒色なり。本島には餘り多

く見掛けす。樺太,北海道,本州,四國,九州,朝鮮,琉球,欧洲,支那, シ

ベリア等に分布し,十字科植物を害すι

Family Papih01lidaeぁ げはてふF[

43. 2グ″ο ιυιん7s Linnaeusア ゲハォフ      :

證黒色。複眼の後縁,頭部より後胸背に績く2縦條,腹部の大部分|は黄白色 ,

第 1-4腹節に黒紋あり。

翅 lr■黒色,中室の 1縦條,その外方の ( )形紋,後縁より翅端に達する8

紋,第 1室のものは "へ "字形を呈しその外方は内倶1に曲る),倶 l像の弦月紋等

は黄白色。後翅に於いては基牛部の各室並に外縁に弦月状の同色紋ありも外縁

部黒帯上の青色紋は不明瞭,FAl縁角の橙色紋は黄白色にして橙色を呈せす。

下面に袢ける黄申紋は本面と同位置な4ど も一層大なり。
.證
長 :31 mm.;開張 :102 mm。 日本全土,満・ill・l,支那に分布す。
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にして階段状に接績す。尾状突起は太く餘り長からす,

り。 lb室及び 2室の後方に赤色の小紋を具ふЭ

鎧黒色にして全職に緑色鱗を装ふ。

裏画iは黒色,前翅に幅度き黄自の縦帯あり,翅脈及び各室の縦線に依りて切

断せらる。後翅は黄色鱗を散布し,各室の外方に赤色の柏方形を呈する斑紋あ

り,lb室の末端には更に同色の 1小紋あり。外縁の凹陥部は細く紅色,その外

倶1は細 く自色を呈す。 〔が・1,10〕

膿長 :30 mln.;開 張 :102 mm.

45. IPapilio sarre10n interm(dius sllbsp. ■ov.〔 Pl・ コ,2〕

ハチヂヤウアフスヂアグ
'ヽ

(新梅)

〔Type 6〕 アプスデアゲハ春型 ιλ∫。Sαり,ι∂ο所′ιs Frllh,torfcrに 似たれど

も一般に小型,雨翅共に細し。

前,後翅を連ぬる青色紋列は著しく幅廣く,後縁に於ける最大なるもCrDは黒

色部の約 lβ に近し,Ia,IbI H,HI,IV,各室に於けるものは互に接績し,僅

かに黒色の翅脈に依 りてE切 らるマtど も他型に在りては大き黒線にて分離せら

る。又各紋の内側及び外側を運ぬる線はなだらかなる曲線を成せどもイ也型
にて

は著しく屈曲す。

後翅に於ける青色紋 も大,Iも 室に存す る縦紋は長 く,後端は「
Al縁角に接近

す。牛月紋は細 し。尾状突起部は殆ど直角に角張る。

電長 :24 mm.;開張 :66 mln.

Allied to Fl s. sα IP`αο
'ι

idtt FruhttOrfer .but gellerally smaller and both

wings llarrower than former fOrm.

A r9、v of Pale blueitt Patchcs on both wings much broadar tllin ally

Other fOrms belongi● g to this species, a spOt on la‐ ce1l occlpiesをおOllt 1/3

pf length of posterior rnargill of forowing. The blueish Patches On la, Ib,II,

III and Iヽr cells united 十ith each other alld onし diVided by ёach 10ngitue

昆轟界 V。 1・ VⅡ l,

中央に藍色鱗の縦紋あ
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dinal vein while in other trms divided by ahinct black lines.       .

Tlle pale blttsh Patches on hind wing lattFe, an e101lgate pltch on II

cel1 lon.・ .ib aド  nmrl17 approacliing internal angle. LululeS narrow;

po,ition of tttl‐ like PIocess rcctangularly allgulatcd.

Locality:Hachlo ISland, Tokyo Prefecture, mally individuals collected

lpy the author oll July 24 1949:

The type dep6,ited in the author's collectioll.                 1

order CoLEOPTERA l障 翅目             :

Sllborder Lamellicornia鮮 角二日

Family Scarabaeidaeこ がねむし科

46.PI・οι
“
ιげα ογ厖梵ιαtt Gory et PercherOllシ ロテンハナムグリ〔メ.111〕

黒銅色,光澤張し。 頭盾は前縁中央剖られ張く上反す。 頭頂は中央多少中
高,倶]縁隆起し,黙刻を密布す。前背板の中央附近は新刻少く羹く,雨側は深

くして密なり。中央に4箇,後縁に2箇の顧著なる白軸を装ひ,前方に小白黙

を数箇装ふo稜状板は滑澤にして雨倶1に少数の黙刻を装ふD

翅鞘の黙亥1は大小不規則にして洩く,不規則なる自黙多数を具ふ。尾節板
`よ

地物線状に突出し中央に二條の自黙列と雨倶1に 1箇宛の大なる自黙とを具ふ。

・腹面は背面と同色にして前肢基節,同腿節のFAl面,後服節の内倶1等に黄褐色

の短毛を装ふ。胸側,腹節雨倶1の前縁等に自紋を装ふ。

證長 :21mm.,證幅 =1■5mm.北海道,本州,四図,九州等に分布す。

街路上を飛翔するものを多く見たり。 近藤英未氏の研究に依り種名を決定したるもの
なれども,探集品3頭は何れも9の篤交尾器を穣し得ざりしは遺憾とす。形状東京産の標

よりも著しく小なり,又東京産のものは胸側並に肢に顧著なる友自毛を粗生すれども

八丈島産のものは然らず。(東京産のものは避長25111■IIl,麗幅1輸・あり)。

47.孔ρみοαねS tSP.

♂ 黒色光澤あり。頭部は牛園形に近けれども頭盾の中央は堅下せらる。頭

に 3箇の凸起を具へ,中央のものは大なり。前背板は牛球形,洩き黙21を具



「
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ふ。翅鞘には九條の黙71縦溝を具ふ稜状板は小,滑澤なり6護下は黒色 腋は

黒褐色を呈す。

證長 :駈m.證幅 :1・ 5mm。   |            ‐

48.力λοαれιSり・

前種よりも扁たく暗褐色 光澤著しからすら頭部 17■黒色,前縁の雨側に暗褐

紋あり。頭頂に 3箇の突起を―具ふるも著し力も す。前背板は黒褐色,微細の黙

刻を具へ,倶 l縁は暗黄褐色を呈す。翅鞘は一様に暗黄褐色,明瞭なる9條の黙

刻縦溝を具ふ。膿下面,:肢共一様に黒褐色なり。

證長 :4.5。 ;諧幅 ::1」7mm.

Suborder Adephaga/■
‐
肉亜目

‐  ‐      nm■,carめ idaeぉ ざむじ科
:49. Bι

122bjα」Oλ sθ 122を減
"れ

ιη Net                  i

l燿黒色、光澤あり,翅給な赤褐色 後翅を淡く透説し得。偶角は暗褐色,度

な褐色。翅鞘の縦溝は7條,翅鞘に斑紋を鋏く。(戸澤信義氏調査)

本種は B・ αd%S`m Sb■ au.ッ マキミヅギタヽゴミムシに類すれども翅鞘に黄褐紋を快く。

骰長 :5.81nm.

SubOrdcr Heteromera異節亜目

Fimtt Anthicidaeぃ つがくちう科

50. Jθγπイοο172υ s sp。

一見蟻の如き小甲轟,頭部は黒褐色・前胸は赤褐色,後縁に近く続れを有し,

前後の二部に分たる。翅鞘は黒褐色,木明瞭なる細き自色ら横紋を各2箇宛具

ふ。前方の横紋より前方は褐色なり8

憫角及び臓は赤褐色を曇すo     ,

證長 :3mm.

Subol・der Serricorhia櫛角亜目   ‐

‐        Fa摯町 Bupre,tidaeたまゃレ科 .
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51.0ケ ysοαθ922α ′2ιοtι
'2′

α CaStolnall ct Goryム ネスデアフタマムシ 〔pl l,7〕

頭部及び前背板は青藍色,前者の中央は多少窪み,黄色の野刻を密布す,偶角

は黒色.第 1節 :よ緑色の光澤 を具ふ 複眼は黒色にして大なり。

前背板は梯形,黄色の黙刻 を装ふ,中 央は縦に鼎亥1を快 き,倶 l縁の黙亥りは縦

紋状を成して密集す。翅鞘は金緑色,不明瞭なる縦隆起線間に黙亥1を散布し,

前縁に並行して責色粉より成る大き縦帯あり。

證下,肢共に金絲色,微細の難刻を密布す。

愕長 :2hm.,證幅 81・m

八丈富士に於て飛翔中のものを千山教論が捕獲したるものなり。本島より未

記録の珍種なり。琉球.豪捏,フ イリツピン等に分布し,本州より獲られたる

記録あれども員疑確かならす。

Suborder Clavicornia程角亜 目

Family Hメ rOphildaoヵ :む し科

52. Gcll. sp・  ?

磐小牛1形 ,背面隆起するも著 しからす。浅き微細の貼亥1を密布す。前胸及び

翅輸の倶J縁は湘1く 褐色を呈す。偶角は黒色,雨髪は黄ネ島色,肢は黒褐色を呈す。

暇長 :5mm.,膿幅 31nm.

本種は営日獲たる唯一の水棲鞘翅目にして,一生徒の探集せるものなり。

Faゴly Trixagidaeき すひもどき科

53.Bνιttγ ls′ sp.

頭部及び前背板黒褐色,翅輸は暗褐色、證に友色の微毛を密生す。

證長 :2mm.

Family Coccillcllidaeて んたうむし禾|

54 θ
“
ιJ,2`Zια ιγυθみJJ Mulsalltナ ナホシテンタウ

頭部は光澤ある黒色 複 H民に接 して黄白色の小園紋を具ふ。ロリ背板は黒色に

して光澤を有 し,極めて浅き黙亥1を密布す ;前縁角は著 しく前方に突出し, こ



( 68 )    7ゴδ 昆轟界 V01・ VIII,

i■準大なる黄白紋を具ふ。                      .

1翅鞘は美麗なる橙赤色,含合線の基部は橙黄色,これ準7箇 ?大なる黒色の

園紋を具ふ,本田膿に在りては肩部に近 く1小黒軸を装ふo

l餞下面;筋角,肢等一様に黒色,能き黙亥1を密布す。
'

證長 :8mm,磐幅 mm.北侮道より琉球迄分布し,幼贔 成姦共準アプラ

ムシを捕食して有谷なり。北海道より九州に亘り普通に産す。

Stlborder Phytophaga植 食亜目

Family Chrysol■Delidaeは む し科

55.Rλψん湖
"α
わαル響ο″αtt MOtscll uls卜 yウ リハムシ

淡黄褐色,光澤に富む。複 H艮黒褐色 前背板の中央より稽後方に寄りて"∨"

形の凹陥あり。稜状板は正三角形に近 く暗黄褐色。翅押嗜暴 ,ヽ後方|こ手る
に

従ひ幅廣 し。

胸,腹雨部の下面,中 ,後味等暗色,友

`の

街千を装ふぅ

罷長 :7.5mm.本 州,四國.九州 琉球,蔓彎,支那に分布し,瓜類の大害

贔なり。八丈島にては僅かに 1頭を捕獲したるのみにして個證数少きが如 く,

従つて被害植物を見す。

56.θ
“
2οbれsPばιθas Balyヒ メキアシタマハムシ

光澤ある黒色,頭部は前胸内に隠れ光澤著 しからす,上唇及び偶角は黄色な

り。前背板の後縁は角張 り

`翅
輸間に突入し,後縁に羊行 して凹黙列を具ふ0

稜状板は微小なり。翅鞘には約 9條の黙刻を有する深き縦溝あり。

證下面は黒色,腹は一様に黄褐色を呈す。

膿長 :2mm`本州及び九州よリケ1ら れたり。

57.Zθ 772α α∂απsJ Btty

淡黄褐色,偶角の第 2節以下,複眼等は黒褐色i前背板に4筒の園き黒紋を

装ふ6翅底にある斑紋は翅端のものよりも小なり。翅鞘には十数夕1の粗き黙刻

縦列あり。頭部前胸下及び肢い淡黄褐色,各腿節に 1箇の黒練を装ふ,胸部及
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び腹部の下面は暗色を呈す。

膿長 5.5mm.本州:九州,朝鮮 支那等に分布す。(松下偉吾氏鑑定)

Family CerambyCidacかみきりむし科

58 型Ъοsα ありψι,2'2がS Batesナ ガゴマフカミキリ

鰹黒色なるも友色及び友褐色の微毛を装ふ。翅輸の略中央を横断する幅度き

友色帯あり,その前後に黒紋を散在す。

鋼角は褐色,第 1節には黒黙を散在 し,第 2節以上は基部附近友白の微毛を

装ふ。

彊下面及び肢は褐色,黒褐軸を散在す。各睡節の雨端の斑紋,鮒節の末端等

は褐色を呈す。

磐長 :13111m.北海道,本州に産す。

59. α7ο ,・リカο″2ιs,,21`S00Sι `S Bales 
フタォビミドリトラヵミキリ 〔P].19〕

罷暗黄色、絹様の光澤あり。頭部広黒色,友自色の短毛を密生す。前胸は,p

形に近く無紋,翅鞘には黒色の3横帯ぁり,その内肩部と後方より約 1/3の附

近にあるものは細く,中央部に存在するものは最も太し。

腱下は自色絹様の徴毛に覆はれ肢は黒褐色なるも黄褐毛に依つて密に覆はる

饉長 :10 5mm.本種は伊豆下田にても獲たることあり。伊豆大島,三宅島,新

島,本州′四國,九州,場1球 ,佐渡,屋久島等に分布。(松下員幸,聞公一雨氏鑑定)。

Stlbordor RhynchOphora 咳9口 ]菫目

Famゥ CurCuliOndacぎ ぅむし科
60. θttψ Jο22S οbざοtι ,・ 2ιS Sharpマ ルヘウタンザウムシ

全確友褐色の鱗毛に覆はる。頭部は幅魔 く突出し先端はV字形に経る。前背

板は長さと幅と相等しく,暗色の 1縦僚を具へ,中央のものは前後雨端に於て

接合す。

翅綸は卵形に近 く著しく膨起し,各10縦の難刻列を具へ,暗色紋を散在す。

前胸の傾l縁 より翅鞘の肩部に
=り
て黄白條を装ふ。



(Ю ) 7′ ∂                    昆轟界 Vd.VIII,

肢及び鎧下面は黒褐色 金友色の微毛を装ふ。

膿長 7.51nm.マ ルヘウタンザウムジの記載*に照す時は前背板の形状,膿長等

に相違あれども形の小なるは地方的の愛異 (前掲蝶類 シロテンハテムグリの
如 く)と も考へらる をゝ以て上言巳の如く同定す。本州のみより知らる。

61 Dθ卿2α
`ο

″θPπ s 2οαOFas MOtschulskyこ メシロコブザウムシ

全腱に友黄白色の鱗毛に覆はれ 翅鞘に不規則の凸起を具ふ。口吻は幅廣く
突出し,褐色の細郭を散布し,頭頂の中央に黒褐色の縦條を装ひ,複 1長は同隊
の色彩を有す。

前背枚には褐色の細黙を散布し中央の縦溝l_■黒褐色 その雨側に接する縦條
並に側縁?幅廣き縦條は暗色を呈す。                |  ‐

翅輪の粘フ」列は深く,含合線の基部附近,稜状板等な黒褐色,所 々に暗色部
を有す⌒

胸下は暗ネ易色,腹面中央にも同色の大なる縦紋あり。

磐長 :1■m.本州,山國.九州,車彎,支那,ア ツサム等に産す。五カ‖科
植物に多し。

62 ,響ογαで ,ηルerfllγ s KOn。 チビィクビチョツキリ

黒色 友自色の微毛を密布す。複眼は突出し口吻は比較的長 し。稜状板は自
色を呈す。

鰐長 :(口吻共)4.5mm.本 州に分布す。

63. Rん″,2ο ,2οみ2`SP"硫
'Pが 'パ
Linllaetis ァサ→ドゥムシ

鎧黒褐色,園形。口吻は黒色,幅質く短かし。li背板の申央には不明瞭なる

縦溝を具へ,その雨側に密布する黙刻と共に友白色の鱗毛を装ふ。翅鞘は深き

縦溝を具へ,友自色の鱗毛を散在す。

僧面は黒褐色,鯛角及び肢は赤褐色を呈す。

*湯浅啓温  日本昆姦同鑑 P545,■g1033(1982)
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膿長 :2.mm.北海道、本州,欧洲.万「の害贔として知 らる。

Order HYMENOPTERA月莫翅目

Subordor Petiolata腰細亜目

G■oup PARASITiCA寄量多質

Family Cllalcididaeぁ しぶとこばち科

64 B'α cり,2ιガαル,7S`οあ
"2み
θ′Dufolll,ア ヵアシブトコバチ

證黒色,粗大の動刻を密看fす。顔面は縦に凹陥し, その部分は滑澤,鯛角は

黒褐色にして凹陥部の経黙より磯す。腹部は光澤ある黒色,腿節の先端,肛節

の先端 錮節等は黄色,後腿節は赤褐色を呈すも

小盾板の後端は二突起に維 り,翅は透明,翅版は褐色なり。

磐長 :4mm.シ マバヘの蛹に寄生する種にして本り11,四國.九州,欧洲等に

分布す。

Fa面 ly Etlc,アrtidaeと びこばち科

65  _4,7αクy″πs sp.

本種はタケノフクロカヒガラヤドリバチ」.α ,ιιο,ιJ2αθ Timbel・lakeに近似な

オlど も頭部な黄褐色 (前掲の種にでは黒色)な るを以て別種と鶯 したり。革限

及び複 H長は黒色,他の部分は殆ど該種の記哉に一致す。

他に近似の科に属する未調査のもの 2種 Nos 60,61あ り。

Eamily lchlleumouidaoひ めばち千斗

69.∬θ
`り

」as sP

頭部黒色,lr」角間の三角紋,複眼の内側に接する縦彼 鯛角第 1節のFAl画の

1紋等は黄色、憫角は褐色 複眠及び卓限は黒色を呈す。胸部忠黒色 銀色の

微毛を装ふ。

腹部は淡黒褐色,光澤あり,第 1節の中央は凹陥す。第 1,第 2,第 3,第 4,

第 5各節の後縁は幅度 く黄色を呈す。翅は透明,翅端に暗色部あり。肢は晴褐Э



(72) 72θ                     昆轟界 VOl・ V III,

本種は 工 λαλ崚れSts Matsllmuraに酷似すれども肢に黄紋を有せず,腹部の黒色部は藍

色光澤を放たざるを以て別種なること明かなりo

證長 :17 mm.,開 張 :27 mm.

67.Z%οα,・り,s Sp.

小形の寄生蜂にし,て瞑部は縦扁,頭,胸雨部は黒色,腹部は橙褐色を呈す。

複眼は黒色 革眼黒褐色にして大,複眼の後方に赤褐色の大紋を装ふ。顔面

は黄白色にして自色の微毛を密生す。鋼角は淡褐色,鞭節の基部上面は暗色を

呈す。腹部は一様に同色にして,産卵管も同際の色彩,短かし。

翅は透明,鏡胞を鋏き,脈は暗褐色。前,中雨疲は責色,後肢は橙褐色を呈す。

肥長 :10mm.

本種はホウネンタハラバチ カ
“
″Ts%α″απ

"a CuShllnan近
似の種なれども色彩に異る

庭あり。

Faillily Evalュ iidalゃせばち科

68.θαs`ι″%pι」
"ι
ブツα2ぎοa"2 Camor011コ ンボウヤセバチ

催黒色.細長。頭部は黒色 微細なる黙亥」を密布し,顔面は銀色の微毛に覆
はる。鋼角は黒色

`磐
長の1/3に等し。

前胸は細き園錐形を呈し,頸状に頭部と連る。胸部は黒色,微細なる黙刻を

装ふ,翅は透明,翅脈は黒褐色。

腹部は甚だ長く側面に黄褐紋を装ふ。産卵管は黒褐色,膿長と殆ど等長にし

て末端は白色,肢は黒色なるも各腿節の基部の斑紋並に嗣節は自色なり。

證長 :16mm.北海道)本州に産し,八丈島にては相営に多く,卓上,縁側

等に飛禾するものを屋 々」●Lた り。

Group TUBUL:FERA有 籠

Famtt Chrydddaeせ ぃぼ う科

69. a/2rク &sぁ燿の Fabricius  ドリイツツ′ヾセイラドウ 〔pl.1,1〕

頭部は粗き黙刻を密布 し,複眼間に 2縦隆起線ありて後方は軍眼に達す。頭
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頂.顔面,偶角の柄節 (SCtte),梗節 (Pedkel)及 び第 1鞭節 (l St nagellum)

は金緑色,革 nF.Eは藍色,鯛角,革眼,複眼等は黒色を呈す。

胸部は大部分青緑色にして中胸背の中央匡は紫藍色.瓦状片 (Tegula)は藍

色にして:一様に粗き鼎刻を密布し,青藍色の色彩を反射す。

腹部には粗夫の黙亥uご責色の薇毛とを密布し 第 2節迄は金線色,金色の反

射色を有し,第 2節の前縁並たその下方の腹節は紫藍色を呈す。但し第 3節の

後縁附近は金緑色と帯ぶぢ尾端の自は5箇なり。

翅は透明なれども暗色を帯ぶ。膿下面及び肢は一様に金緑色.尾端附近は藍

色を常ぶ。

暇長 :11血 m・ ,出張 :15mm.電柱に飛末せる1頭を獲たり。本州,四國,

九ナ鵬 琉球:墓彎,ジ ヤヴア, インドl ビルマ等に分布す。

GrOup ACULEATA,訂創l類

Famiけ Fol■nicidaeあ り科

Ю.PI・おιttTttω ノΨο2をοy,Forelア ミメアリ .・

證暗褐色。頭部,ISl部及び腹柄節には網目状の隆起線を有す。腹部は滑澤に

して球状を呈す。後胸には後方に向ふ銃き棘を装ふ。

1盤長 :2.mm.本種は東京産のものに比して小型な4ど も同種と認めたり。

北海道,本州,四國,九州,朝鮮,壺湾,支那に分布す。猶本科に属する不明

種lLに 5拒重あり。Nosf 71,72,73 74,75.         ■

I          Family ScOhidaeっちばち科

76. E″s sp.

6 ハラナガツチバチ ユ ′″ο
'sα

 Fabriciusに似たれども比較するに一致せ

ぎる黙あり。日pち前胸背雨側 (肩部)の黄紋を鋏き,その代りに中央に同色の

小紋を具ふ6第 1腹節は幅狭 く第 2節 との間は深く続る。第 1乃至第 5節の後

縁は幅度く黄白色,第 2節の黄白帯は雨倶1に各1箇の小黒黙を具ふ。複眼に浩

ふ八宇形紋及び前睡節の外側は黄色なり。



(74) 722                    昆姦界  Vl・ VIII,

證長 :18nm,開 張 :30mm.

Family Pompilidaeべ つかふばち科

77. Psα ,2,η οιλαγθS sp.

小形のベツカフバチにして頭部は胸部よりも幅度く,全器に黒色`前仲腹節

の後縁に銀自色の微毛を密布す。第 3腹節の前縁は幅廣く銀自色の微毛を装ひ

斑紋状を呈す。翅は透明,翅脈は黒色 外縁は幅度く,暗色を呈す。

Family Crabroni(laeぎ んぐちばち科

78.Crαらrο υαク■S IJi111laeusギ ングチバチ

催黒色 頭部及び胸部には粘亥1を密布 し,光澤を鋏 くO腹部には混き黙刻を

有すれども光澤張し。偶角の柄節 前胸背後縁の中央部切断せる横帯,後胸背

板に横列する 2小紋,第 2腹節雨倶」の楕園紋,第 t第 5雨節の細き横帯,腿節

及び圧節上の斑紋は黄色を呈す。

翅は暗色を帯びたる透明,翅脈は黒色なり。

職長 :8mm.,開張 :14mm.本州,四國,九り11, シベリア,欧洲に分布す。

Family Spegi(laeこ しほそばち千十

79.助θのλr。,2わlル″
“
η2SiCkmarlnル リジガバチ

全般に光澤ある青藍色,頭部及び胸部には自色の長毛を粗生す。鯛角の鞭節

は黒色.他は馨色と同様o it仲腹節は甚だ長大にして胸部の全長の牛ば以上を

占む。翅は暗色を帯び牛透明なり。

惜長 :17111nln,開張 :241■nln.八丈島には普通なり。本り11,四 國,九州,蔓

彎 支那 亜細亜南部に亘 り分布す。

Famny Try150Xylollidaeじ がばちもどき科

80.〃ケψο″yあれοろsο 2α
`ο

r SInitllッ ガバチモドキ

馨細く頭部大,黒色。顔面に銀色の微毛を密生し美麗なる光輝を放つ。胸部

には友色の軟毛を装ふ。腹部の基部は甚だ細 く,第 2,3雨節は赤褐色を呈す。

翅は短かく暗色を帯び,翅脈は黒褐色 )肢は黒色なり。



ηθ  (75)

借長 :11 5mm.本州。四図,九州,琉球に産す。竹管或は細孔等に誉巣す。

Famtt Eul■ lenidaeど ろばち科

81.Rんク2θλヴtι"2夕ψ
のιあtι,,2 Dalla TOr“ ォホフタォビドロバチ

(6)黒 色,光澤著 しからす。鋼角柄節の前面 鯛角間の 1紋,頭盾,複眼
の後側にある線紋等黄色,頭頂は黙刻を密布し,卓眼の後方に於けるものは粗

大なり。複眼は黒色.鯛角は褐色の微毛に覆はるこ

胸部は粗き黙亥Uを密布 し,前胸背上の中央切断せる大紋 中胸小盾板上の方
形紋 (中央黒色細線にて縦断せらる)それに績 く後胸背上の 1紋,瓦状板上の

小黙及びその後方にある小黙等は黄色 )

腹部は細黙亥Jを粗に装ひ,第 1,第 2雨節の後縁は黄色を呈す。

翅は外方に至るに従ひ濃き暗色を帯び,紫色の光澤を現はす。翅脈は黒褐色

なりぅ

惜下は一様に黒色,中胸側板の 1紋 各腿節及び睡節上の斑紋は黄色なり。
暇長 :14mm。 ,開張 :25mlll.本 ォl,四図,九州に分布す。

Family Megachilidaeは きりばち科

82.lfc・クαι力」ル sα sαλJ〆ん COckerell ヒメハキリノヾチ

護黒色、粘亥Uを密布す。頭部は胸部よりも幅度く,複眼の内倶1に友自色の長

毛を密生す。胸部の側方にも同色の毛多く,腹下面のものは黄色を帯び一暦長

し。

腹部は園柱状を呈し各節の後縁な責友色毛を以て縁取らる。翅は透明,少 し

く暗色を帯び,翅脈は黒褐色なり。

肢は黒色にして友黄色の微毛を装ひ,鮒節のFAl面には褐色の軟毛を生す。

磐長 :10mln.,匪張 :8mm本 州に産す。
83. Me′αθλづル sP.

前種に似たれども進かに小形にし
~r‐

黒色光澤張く,腹部園し。胸部の側面 ,

小盾板後方,各腹勧後縁の毛等は友自色なり。

No.80(1940)
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催長 15-6.5naln.    |

FaⅢけ AndreDidaeひ めはなばち科

84.助んθιοαθS Sれ
`漉

,2zs Smith アヵヒメハナバチ

頭部及び胸部は黒色,粗き黙亥」を装ふ。腹部 17■第 1,2雨節並に第 3節の前縁

は光澤ある赤褐色,その後方は黒色にして黒色の粗毛を装ふ ,翅は暗色を帯び

透明,翅脈は黒褐色なり。肢は黒褐色を呈す。

催長 :1 0ml12,開 張 :18mm.Jヒ海道,本州,四國,九州に分布す。

85.″α散佗ιs οοθJαιtts Smithシ ロスデヒメハナバチ              :

頭部及び胸部は黒褐色,黄褐毛を装ふ。胸部倶l面及び後胸背の毛は長 し。腹

部は光澤ある黒色,第 2,第 3,第 4各節の前縁には幅度き責褐色 の微毛帯あ

り。腹端にも黄褐毛を装ふ。

翅は透明,僅かに暗色を帯ぶ,翅脈は黒褐色を呈す。肢は黒色なれども責褐

毛多し。

鎧長 :1lmL,開張 :1詭m.北海道,本州等に分布し花間に普通なり。

86. Gen. ? sp. ?

膿黒色 二見 トツクリバチ科に類する色彩を有す。複眼の内倶1に ある細長き

三角紋,前胸背,瓦状板の前年,1璽節基竿部等 :ま黄色Э

石原保氏は本標本を穣して,厳島附近に於いてヲサヨコバヒ類を狩る峰と同―F■なりと

云はれたり。八丈島にもヲサヨコバヒを董するを以て同種なるべし。 但し名櫛は不明に
して所属する科も明かならず。

Ol・der DIPTERA l雙翅目

Suborder Cyclorrhapha揚尋逢亜目 :

饒ries ATHERICERA壱 角群    ・

87. 盤us“ αοれθsιグεα Linnaeusィ ヘ′ヾイ

裸集を略す。世界共有の種なり。   :
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88.動ヮ
`c,`ο

″υが
''α
 FabliCiusク ロィヘバ,〔 P]・ コ

'8〕

(6)黒 色,複眼黒褐色 顔面銀色1偶角黒色。胸背には 5條の友褐縦帯あ

り,岡l毛は黒色。鱗状丼は黄白色,腹部は黄褐色,黒色の縦紋を中央に走らせ ,

第 3節の後縁は黒色を呈す。全面に黒色の岡l毛を装ふ。

翅は透明,翅脈は黒褐色,光線の具合に依りて紅及び青色の光澤を反射す。

證下及び肢は黒色,腹面は責ネ島色を呈す。

(♀ )胸 背に於ける友白縦帯は明瞭 腹部は暗黒色にして友色の斑紋を装ふ。

證長 :91nnl.,開 張 :18mm。 世界共有と橋せらる。

89.Zttο J″α ια
“
αr I■luaeusキ シ′ヾヘ

複 Hn‐褐色 膿金緑色 翅は暗色を帯ぶ。汚物に集まる普通種なり。

騨長 :6-7mm.全 世界に分布す。
Family Allthmメ idacは なばへ科

90.Sο 122ο r,・λ力ια οらsο″ια 、ヽriedclndullツ マグロハナバヘ

護黒色,銅色の光澤あり。複眼は褐色 顔面及び胸部に黒色の岡1毛を装ふ。

腹部は黒色にして第 2,3雨節の雨倶1に大なる責褐横紋あり。翅は多少暗色を帯

び透明,翅瑞前縁に暗色紋あり。

曜長 :4.5mln.北海道,本州,四國,九州,琉球 .墓彎,支那 印度,欧洲1

等に分布し花に集る。

91  &οη2arrんル2α sp.                             ・

前種よりも細形にして胸背は青鋼色の光澤を帯び,腹部の黄縄紋は不明瞭な

り。

證長 :4.511nln.

猶本科に属するもの他に 1種不明のものあり (N986)`
・ Fa五 ly Trypetidacみ ばへ科

92. Gelll. ? sp. ?

種名未詳。器黒褐色 友責色の微毛並に黒色の岡]毛を装ふ。頭頂,胸側|ガヽ
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盾板,肢等は淡黄褐色。翅は暗色にして翅底ょり中央部を少しく過る大き白色
の縦紋と, その外方に同様の横帯とを有し 他の部分には淡黄褐黙を散布す。
證長 :4.5mm.                 

´

Family DЮ sOphilidaeしゃぅじやうばへ科

本科に属するもの 1種あれども種名を決定するに至らす。No.93.Dγοs甲んづ′α

SP・ 微小黄褐色種。

段長 :12mm.

近似のものにして科・馬等不明のもの3種あり。NOS。 94,95,96.

Famiヶ Syrphid■ eひ らたあぶ科   `
97.ツ″αψJS″οηαια Fabriciusォホハナアブ

黒褐色 )複眠は黒色,顔面友褐色にして自色の短毛を装ふ。胸倶1に は責褐毛

多 tノo腹部第 1節には幅庫き黄褐帯を具へ その後方は黒褐色 黄褐毛を装ふ。

翅は透明 翅底及び前縁中央劇
`に

黒褐紋あり。

膿下及び肢は黒色,躍節は褐毛を装ふぅ

證長 :13mm 日本全國,支那,馬末 印度.ジ ヤヴア,スマトラ等に分布す。
Suborcler OrthOrrhapha直縫亜目

Series BRACHYCERA短角群

Famil_57 Dolichopodidaoぁ しながば‐ [

98.PsJ′

"ι

ιs 2οろ
“
あSas Matsumllraマグラアシナガキンバヘ

膿は美 しき金緑色 複眼は褐色, 日吻,肢等は淡黄褐色を呈す。翅は透明に

して翅端に近 く雲状の暗色紋を具ふ。

證長 :5.51nm.本 州,四図,九州'1等に産す。夏日葉上に見らる。

Falnily Asittdaeむ しひをあぶ科  ・

99.ZttιοクαSι″ bα sfZαrお COquillettホ ソムシヒキ

膿細長,頭部は胸部よりも幅度 く著しぐ短か し。胸部には前縁の雨側に不明



|| |
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瞭なる暗褐色の縦紋を装ふ。腹部は細長く暗褐色,腹端には蜻蛉目の上附器に

似たる突起を具ふ。翅は透明,翅脈は黒色を呈す。

環下は暗黄褐色,肢,平均視等は淡褐色,後肢は著 しく長 く腿節の 2横帯 ,
1望節等は暗色なり。

證長 :17mm.,開張 :19mm.本州に分布す
`100・ Etι fb′π″sら

"θ

υ」sιクれs COqtlillettチ ャィロムシヒキ

暗褐色.黄衣粉を装ふD複限は黒褐色 単限E、 燭角等は黒色,顔面は次黄
粉にて覆はれ,上牛部には黒色 下牛部には共褐色の岡!毛を装ふ。
胸背の中央には大なる楔形の黒ネ局縦紋あり,そ の面側友褐色。腹部は黒褐色
なれども友褐粉に覆はれ,尾節は黒色にして光澤あり。

翅は暗色を帯び牛透明,翅脈は黒褐色ぅ鎧下は汚黒褐色,肢は黒色なり。
證長 :17mm.,開張 :251nm.北 海道及び本州に産す。

101.θ′η
"2α
ιづ2S θんル2ι,tsls Fabrici【 sァ フメアブ

大形の種にして鎧は黒褐色,顔面には責褐毛を叢生す。複眼は美しき青緑色
を呈す。胸背には黄褐色の 3縦條を具へ,側縁 も同色を呈す。腹部には黄褐毛
多し。

翅は淡責褐色外縁臼隔度 く暗色,翅脈は褐色なり。肢は黒色,距節は赤褐色
を呈す。

證長 :24mTll.,開 張 :43mm.本州,四國,九州.琉球 蔓彎,支那,印度
に分布す。

Fam■y Taballidaeぁ ぶ科

102. Iしらα22tti"2α ,ガαγら2tιs Schincr シロファブ

(6)黒 7F」色,複 EItは褐色,偶角は黒褐色。胸部には友褐色の毛を具へ,腹

部には黄褐毛より成る縦列毛斑あり,第二節の前縁雨倶1には暗赤褐色の到三角
紋を装ふ。

翅は暗色,牛透明,翅脈は黄褐色を呈す。肢は暗褐色,1⊆節は末端を除き暗



F

黄色Э

證長 :11価 nl.,

( 80 ) 昆轟界 V。1`'V III,

開張 :19mm.Jヒ海道,本川,四國"九州に分布す。

SerietS NEMAToCERA長 角群  :  ― li

Family■ pulidacヵ ミがんぼ牟[    |

103.Ⅳ霧Ψιrα クιれをοtιttια A19率 a■dOrア ャヘ リガガンボ

淡7f」色,腹背に環状ρ暗色紋を連ぬ。翅は淡き暗色,前縁に暗褐色紋を具ふ。

その中央及び翅底のものは到三角形に近く,翅端は暗色にして3箇の透明部あ

り。                                        |

蘇は織細,腿節端は暗色を呈す。          |
證長 飯m,開張 :181nln.北海道ブ本州,九州の山地よリケ1られたり。八

丈島にてはガく源池附近に於いて獲たるものなり。 l       i   l
104.め ,zο s2α づγγοraια wおdeηan・1ャ ダカガガンボ        :

淡黄褐色,胸背に濃色の 1縦條あり。翅は淡黄褐色にして翅脈上に暗色黒どを

装ふ。前縁の斑紋は濃色にして大,その後方に大なる暗色め4紋を具ふ,又臀

室の末端にも同色の 1紋あり。       1

證長 1鑓m 北海道,本丼l,四図,プι州,朝鮮,墓彎,支那′印度,ジ ヤ

ブア,濠洲等分布直域廣し。|        |            
‐

class ARACIINOIDEA ttJ列 嗣

今回の探集に於いて,本綱に属する動物は特に注意して探集に努 めた りし

も,意外に僅少の標品を得たるに過ぎす。而も本土に於いては既に成熟したる

種も本島に於いては未成認献態のもの 多ヽなことは,蝶の春形に近き形態なる

こと 併ゝせ考へ、て,何等か特殊の事情の存在すること 思ヽ考せらる、なり。他

の動物或は住民等の状態を併せ研究すれば,何等か興味ある結果を得べさこと

を確信するものなり。元本温暖なる地方は特に生物の嚢育は速かなるが常なれ

ども,本島の如きは異例とも考へらる なヽり。 1 : | |       :
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蜘蛛類標本は組て植村利夫氏の鑑定を得たるものなり。.E載を略レ
`種
名の

み掲ぐ。

Ol・der ARANEIDA蜘 蛛目

Stlborder Ⅳletathelae新り尤亜目         ~

詢perfamiy ARG:OP91DEAこ がねぐも量科

Falnily Linyphiidae さらぐも藩ト

1.Z力 2ηんづα
"2ο

″ωtt Clerckャ マヂサラメモ

〔分布〕 本州 四國,九州。
Famiけ A招lolDidaeこ がねぐもF「

2.五ι
“
ιαzクιられ,t′αL.Kocllシ ロガネグモ

〔分布〕 本州,四図:九州 (太干洋浩岸地帯 )。

3.∠リグリθ
:ろγ
“Ⅲ
cみJ SC9pOliチガ

'ガ
ネグモ        |

〔分 4j〕 本月1,四 図,九州。

Family Lycosidae どくぐもわ「

4.Ltyιοsα ■LJ,2s″ 2αια Boesellbe弓 .et Strandゥ ヅキドクグモ

〔分布〕 樺太,北海道,本州,四國,九州1。

SuperLmily CLU B10NOIDEAか にぐも量科

Fimily Thottisidaeか にぐもおト

5.3物れれ sらづ122αι2あれs Boesenberg et Strandキ リシマアヅチグモ

〔分布 〕 本州,四國,九州。

6. 〃魯協
“
れα″づ銘ψづααια Fabriciusィ )ナ グモ

〔分布 〕 日本全國,獨逸,ハ ンガ リー, フランス, ロシア。

Family Salticidaeは へとりぐも科

7. 2λιπι αιγαια Karsch ヵラスハヘ 1ヽ リ

〔分布〕 本州,四國,九州。

8.動臨ψおSα υJιιαιg Karschア ヲフビハヘトリ
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〔分布〕 本州,四國,九州。

Famゥ HeteropodidaOぁ したかぐも科
9.ルι″

"ο

αα π
'τ

αιοrをα Linnaellsァ シタヵグニ

〔分布 〕 本州,四例,九州,琉球,墓湾,支那 (東洋E地方)。
Ord9r oPIL10NESめ くらぐも日

本目に属するメクラグモ11種と獲たれども種名‐明かならす。

Class MYLIAPODA多
足糸岡

l , Order DIPLOPODA信 足目

ミ轟 1ly StrOngylosomatiaaeぁかゃすで科

1.Orιλο79協ψん′rαοJtt D.L.K∝ hャヶャ女デ    `   :
〔分布〕 日本全図,欧洲,アジア,ア メリカ,(高島春雄氏鑑定)。 各地に

最も普通のヤスデにして樹皮下に獲たり。

ClaS,CR▼STACEA甲 殻 綱

Subdtt MA甲ドOST RACA軟甲類

Order ARTHROSTRACA l郭 甲 目

S■ Ol・der I"rOda等脚亜日

呼産甲殻類は僅かにフラデムシ 乃 rOθ″οゐθυおL¨rOilbを樹皮下に獲たる

た過ぎす。               :

以上記録せるもの以外に爬轟綱とかげ科に属するフカダトカタ 励 修 滋ιおο%ιαι
“
s

昴adαθs珂¨蓼■〔分布`:新島,三宅島.八丈島に限りて羞す〕(最も普通に見らる 大ヽ
形のトカゲにして,八丈富土には殊に多し),陸産軟艦動物′腹足綱 Cle“ Gastro pOdaに

属するカタツムリ,キセルガヒの類を10種近く探集したれども 日「ド高島春雄氏を通じて
査定中なるを以て,他目追補することあるべし。菌類.植物等の探集品はこれを省略す。


